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Afterコロナの社会を見据え
これから取り組むべきことは･･･

2021.11.8 ＠袋井新産業会館「キラット」

創生会議ふくろい部会

各取組の指標を踏まえ、令和２年度の取組の総括は
「もうひと踏ん張り」と評価。［詳細は、裏面参照］
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「創生会議」メンバーを刷新
若手実務者や女性の割合をさらに高めて

本市人口は88,144人（Ｒ3.4.1現在）となり、コロナ禍での婚姻・出産控えなどによる出生数の減少や、タイ、フィリピンなどの東

南アジア諸国を中心とした外国人転入者の減少により、人口が前年比で172人減少し、自然・社会増減ともに減少したもの

の、人口ビジョンで設定した目標人口推計を上回る水準を維持した。

令和２年国勢調査の人口速報値では、静岡県人口は3,635,220人となり、前回の平
成27年調査から65,085人（1.8％）減少した。前回調査から人口が増加した市町は、
本市と菊川市、掛川市、長泉町の３市１町のみとなった

＜主だった取組＞
・GIGAスクール構想「1人1台学習端末」の早期整備完了
・コロナ禍における「くらし・経済対策」
・ふくろい産業イノベーションセンターの開設
・東京オリパラ「ホストタウン」アイルランド受入れ
・外国人市民向け生活オリエンテーション動画制作ほか



輝く“ふくろい”まち・ひと・しごと創生会議［ふくろい部会］メンバー
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デジタル社会において、データで「見えるモノ」と「見えないモノ」がある。コロナ禍で
地域外資本の飲食店などは軒並み撤退したが、地元の商店は互いに支え合い地域を守ろう
としている。「このまちで暮らす」（住民としてなにができるか）という感覚が大事。

コロナ禍で会議がオンラインとなり移動時
間などが節約されたが、人と人との接点が
減り「人間関係が希薄化」している。
今後は、オフラインとオンラインを上手に
使い分けがことが大切になる。

コロナ禍により子どもの運動機会が減少。
最近の子どもは、体力低下だけでなく、危
険回避能力が低下していることが心配。

イベントや対面での販売ができない今、従
来のビジネスモデルでは太刀打ちできない。
現状を打破するには、失敗を恐れず、色々
模索し、挑戦をし続けていくしかない。

観光のスタイルが、団体旅行がなくなり、
安い・近い・短い+「少人数」+「再び」
に変化している。

ESG投資など倫理観や環境への負荷低減が
付加価値を生む社会変化を強く意識した商
品開発に取り組むことが必要。

主な意見（Afterコロナの社会を見据え、これから取り組むべきこと）

（令和3年10月末現在／順不同・敬称略）

子どもの自己肯定感が低いことを危惧している。これからの時代を生き抜くチカラを育む
上で幼児期の多様な体験や本物に触れる機会が、これまで以上に大切になる。

DXや人生100年時代の推進には、社内の
風土の変革がカギ。社員の学び直しを含め
意識改革に向けた取り組みを推進すべき。

地域で必要な人材を地域ぐるみで（産学官
が連携し）しっかり育てていくことが大事。

移住後も世界中の友達とオンラインで繋
がっている。今後は人々の繋がりを含め、
リアルなまちでの暮らしとメタバースの世
界とのデュアルな暮らしが普及していく。

イベントやSNSを通じて「共感」を得た仲
間と共に活動する取組みが増えている。


